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Anisak か の研究（1）抗原性
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海 獣の胃に寄生 する蛔虫である ん ふJ 湎 の幼虫が ，

人 体の胃や腸に侵入して色々な症状を呈するこ とが注目

される様になっ た．

森下ら（1965 ）は岐阜市内で胃ポ リープとして摘出さ

れたAnisakis 症患者に24 日後に ， アジ からとり 出し

た同幼虫抗原を用い て皮膚反応を行ない ，陽性の成績の

得られるこ とを報告した ．著者は最近岐阜県下で同様に

胃ポ リープ摘出物中に線虫体を見出した患者について，

皮膚反応を試みると共に ，岐阜大学医学部学生に皮膚反

応を行 ない陽性の成績を得た ．しかし森下（1961 ）は蛔

虫の仲間にはニワト リ，イヌ ，ブタ蛔虫間に共通抗原性

の存在することを指摘 してい る．このことは， ル・ら誠 む

症患者の免疫反応を行 なう際に ，充分考慮に入 れなけれ

ばならぬ問題となる訳であ る．著者は とりあ えず アジ か

らの ん 画ぶ湎 幼 虫とイ ヌ及びブタ 蛔虫間 の 抗原性 につ

いて検討を試みたのでここに報告す る．

y1㎡sakis 症患者の皮膚反応そ の他

今回の Å心 ふ胎 人体例 は次の様であ る．患 者は岐 阜

県可児郡可児町在住 の23 才 の男 である． 職業 は 陶 磁器

販売業 で全 国各地 への出張 が多い ．従っ て食物 につい て

は外食 の機 会が多い ．昨年10 月頃 から 食 後の 膨満感 ，

喫煙時 の悪心 などの不快感 が続い てい た．心 嵩翔 に特別

な疼痛 はなかっ た．以来食慾 が減退し淡 白なものを好 む

様に なっ た．便通は良好で タバ コは 一 日平均20 本吸 う

が，アルコール類 は嗜まない ．

1966 年2 月6 日可 児町 の 某 病院で， カストロテスト

等 をうけた結果 ，胃潰瘍 と 診断 され， 胃 の1／2を切 除し

た．手 術後 胃のボレ ープ につい て岐 阜大学医 学部第2 病

理 学教室で検鏡 の結果 ，幼線 虫体が認められた．こ の病

理組 織学的 所見につい ては同 教室尾島教授によっ て報 告

されることと 思 う， 患 者は生来魚 類の 生 食は 好 まない

が，全国各地へ旅行 がちのため， そ の 機会は多い と い

本研 究は文 部省総合科 学研究費に負う所大である．

う．患者の検便では寄生虫卵は陰性であっ た ．

皮膚反応に用いたAnisakis 抗原は森下ら（1965 ）が

報告しているのと同様な方法で作製されたも のであ る．1966

年2 月27 日即ち 摘出後21 日の 患者に ，！ 万倍稀

釈のAnisak 心 抗原を左前膊内側の皮内に5mm の膨疹

を作 る 様に0 ．05　m1　注入し，15 分後 の 状態 を 観察 し

た．発赤部35 ×50　mm，　膨疹部17 ×25　mm の結果を 得

た．その局所の軽い掻痒感を除いては特に異常は認 めら

れな かっ た ．

別に岐阜大学医学部学生58 名について 同様に 皮膚反

応を施行した ． その結果20 名に 陽性の 反応 が 見 ら れ

た．陽性者の15 分後の膨疹部の大き さ は8 ×8mm か

ら17 ×29　mm　で； 発赤部 の大 き さ は25 ×25　mm　から50

×57　mm であっ た．15 分後に発赤なく 膨疹部の直径5mm

以 下のものは陰性 とし た．なお 医学部 学生全員 検

便の結果寄生虫卵は陰性であっ た ．し かも反応陽性 の学

生は全員海産魚を生食したことがあっ た ．一方食物 の調

査で海産魚の生食を好まない25 名は何れ も 皮膚反応陰

性であっ た ．海産魚の生食の中に サノ私 アジ等 の酢漬け

やサバ寿司を好む ものも含 めた ．

Anisakis 幼虫とイヌおよびブタ 蛔虫の抗 原性

の比較

1 ）抗原の製法 λ刀泌以心 抗原 につい ては市販 のアジ

及びサバの腹腔内に寄生する生きた幼線虫 を用いた ．そ

の種類については形態学的に同一 のもの を用い たこ とは

勿論であ る．被嚢したものは とり出し，生食水 でよく洗

滌した ／その後虫体に蒸溜水を適当に加 えて ，ガラスホ

モ ゲナイザーでよくhomogenize した後 ，こ れ を 真 空

凍結乾燥した ．この 様にし て 得た 試料 をpH　7 ．2の生

食水で100 倍量に稀釈し ，37°C　2　時間放置した後，5゜C

下で48 時間抽出 を行 ない ，0 °C で12 ，000　rpm　60　分 間

遠沈 すると透明 な上清 が得 られる． この上 清にphenol

（502 ）



を0．2％の割に添加し たものを100 倍稀釈抗原液とし

た（第1 表）．

第1 表 ふ 心 亠5 抗原 の製法

アジ又はサ バの腹腔 から採取L 生食水で洗滌
！

蒸溜水 を加え てガラスホモ ゲナ イザーにかける
↓

真空 凍結乾燥

↓
pH　7．2の生食水 で100 倍量に稀釈

↓
37°　C　2時 間放 置後，5 ゜C で48 時 間抽出

｜
冷去p遠沈（O°C，　12，000　rpm，　60分）

J

↓
上清

0．2　％の割に石 炭酸を
加える． 静注抗 原及びtest

antigen

沈渣
10倍量の生食水に

懸濁 凵即］室内注入
の抗原

一 一 一 一

イヌ蛔虫については成虫を仔犬からと り出し充分洗滌

後 ，前記と同様の方法によっ て抗原を作製した ．

ブタ蛔虫の抗原としては体腔液を濾紙でこしたものを

そ のまま抗原 とした ．

2　）　Anise心x 抗原 の抗体産生能そ の他

力z泌函・5抗原100 倍稀釈液を家兎静脈内に注射した・

一方本100 倍稀釈液はtest　antigen　として用い た．

別に ふ ふぶ湎 抗 原100 倍稀釈液を作製する 際出来た

沈渣 を10 倍量 の生食水 に懸濁して 家兎 の 腹腔内 に注入

し て免疫 する方法 も併用し た．1 回の注射量 は静注， 腹

腔内共2m1 宛で ，その間隔は72 時間 とし た．免疫回数

は5 回 で，採血は常 に注射前 に 行 ない2m1 宛 とし た．

夫々 の沈降反応を重層法 により行 なっ た結果 は第1 図 の

様であ る．1 ～4 回 目迄 は腹腔内注射 による免疫方法の

方 が，抗 体産生 が高かっ たが，5 回終了 時には静脈内注

射 と腹腔 内注射 との抗 体生 産能の差 はな く な る 様であ

る．

3 ）ル 心屁／・s幼 虫抗原，イヌ蛔 虫抗原及びブ タ蛔虫抗

原に対 する ふふ誠 八 抗血清の反応の場

用い た 亠 詒誠 八 抗血清は静脈注射に よっ て 免疫して

得た もので ある‥ ／仙沁心5 抗原に対 する 反応 の 場は 第2

表に示し たが，何れ も1 時間後 の値 を記し たものであ

る ．抗原稀釈は12 ，800倍迄 ，抗血清 稀釈は64 倍迄陽性

で あっ た．抗原，抗体共濃度 の高い 程反応 が強 く出たこ

とは勿論であ る．なお抗血清 を稀釈 する場合は生食水中

に1 ．5％の割合 にアラビ アゴムを混和し たも の を 用 い

た．抗原 は生食水 によっ て稀釈した．
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第2 表　ふ詬臨八抗原に対する 亠ふ誠心

抗血清の反応の場

抗 血清

稀　釈
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抗 血 清 稀 釈

1

2

4

8

16

32

64

128

256

一一一 一

1

卅
卅
卅
卅
＋
－

第4 表　ブ ．夕蛔虫体腔液に対するU ，詞ぶ治 抗血 清の反応の場

抗　　　　原　　　　稀　　　　釈　　　　100　Xn

り一
一 一

卅

卅

卅

卅

＋

－

4

卅
卅
枡
卅
＋
－

8

卅

卅

分

朴

十一

一

一

一

拓

卅

卅

升

＋

十一
一
一

一

次にイヌ蛔虫抗原 に対 する ふ・隘轟S 抗血清 の反 応の

場 は 第3 表 に示す ごとくであ る． 即ちイ ヌ蛔虫抗 原 は200

倍稀釈迄陽性であ り，ふ 冶訃 八 抗血 清は8 倍稀釈迄

陽性であっ た ．

最後に蛔虫体腔液を抗原とした ル ふ，砲S 抗血 清に対

する反応の場は第4 表の様であ る．即 ち体 腔液 は204800

倍稀釈迄陽性であ り，抗血清は16 倍 稀釈迄陽性 に 反応

した ．何れにしても3 種抗原間に共通抗原 の存 在が確認

出来た．

4 ）ふ・泌 站 抗原 のイ ヌ及び ブ タ抗原抗血清 に 対 す

る反 応

イヌ蛔虫抗原及びブタ蛔虫体腔液で家兎を免疫し て得

た抗血清に対する ふ ふ誠 八 抗原の反 応をしらべた ．

イ ヌ蛔虫抗血清の イヌ蛔虫抗原に 対し3200 倍稀釈迄

陽性の反 応を示し た が ， 亠ふJ ぶ 抗原は400 倍稀釈し

か陽性で なかった ．ブタ蛔 虫体腔液抗血清は 体腔液 に対

しては10360 倍迄陽性の反応を示したものが， ぶ ふ汲 八

抗原に対し ては800 倍稀釈迄陽性であっ た．免疫し た抗

原に対しては抗血清は強 く反応す るが，他種抗原 には遙

かに弱く反応す るこ とがわかる．

免 疫電気泳動法 による　Anisakis　 とブタ蛔虫

体 腔液との抗原性の比較

抗原 とし ては前記 亠・泌必s 抗原 の100 倍稀釈及 びそ

の濃縮液 とブ タ蛔虫 体腔液を用いた．抗血清は ふ 詒ぶ湎

のものに関し ては12 ，800倍稀釈 陽性 の 力 価を 有するも

のを用い た．

緩衝液 としてはveronal 塩酸buffer 　（pH　8 ．6，μ0 ．1）

を用い ，　Difco製 の寒天液に1 万 倍稀 釈の 割にマーソニ

ンを加 えた．寒天板がよく固っ た後 で指定の場所へ各抗

原 を添 加し ，泳動 を行 なっ た．泳動条件は220　V，　30　mA

（定電流）で室温（18～20°C）下で80 分行 なっ た． 泳動後
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写真1　j ，心ぶ滔 抗血清に対する ふlisakis抗

原の電 気泳動

第2 図　豚 蛔虫体腔液抗血清に 対するj 柚八以 八

抗原の電 気泳勁

抗血清を所定の場所へ添加し ，支持棚へ移し乾燥し ない

様に ケースの底に約10　ml　の蒸溜水を入れて ，こ のケー

スを密閉し ，約24 時間放置する ．沈降線 が出現し た後，0

．9％の食塩水中に約24 時間浸し ， 余分 の ものをとり

除いた ．

更にamidoschwarz 　10　B染色液中 に 約5 分浸し て 染

色した ．そ の後3 ％の 酢酸 に約24 時間浸し 固定 脱色し

た ．最後に オブジェ クト グラス の上を濾紙でおおい ，孵



第3 図　Anisakis 抗血清に対する豚蛔虫体腔液

の電気泳動

卵器中で更に24 時間乾燥して 標本 とした ． その結果 は

写真1 及び図2 ，3 の様 である．

体腔液 とその抗血清 との間の沈降線は6 本であった．

ふ 血z給 抗原とその 抗血清との 間の 沈 降線 は2 本であ

る．体腔液 と ん 廠7 給 抗血清及び ル・加 給 抗原 と体

腔液抗血清との間の沈降線は1 本であっ た ．

結　 語

森下ら（1965 ）は胃 ポリープ から幼線 虫の見出された

患者に対して，アジ からの 亠丿加 給 幼線 虫で作った抗

原 で手 術後24 日に皮内反 応を行 ない 陽性 の 結果 を得 た

とい う． 日本において胃壁のeosinophilom 中の 幼線 虫

は 亠x加 給 のことが多い とされてい る． 著者は岐阜県

下 で23 才の男の胃のポ リープ摘出物の中に 線虫を 見出
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した例につい て ，術後21 日でAnisak 心 抗原 に よ る 皮

内反 応を行 ない 発赤35 ×50　mm，　膨疹17 ×25　mm の陽

性成 績を得 た．患者の大便検査で寄生虫卵は陰性であっ

た．次に当大学医学部学生58 名 に 同様皮内反応を 行な

い20 名 が陽性であっ た．すべての医学生 は 大便検査で

寄生 虫卵を認めず，反 応陽性の者は何れも海産魚 の生食

の機会のあっ た者である．

ル ヱ沁 治 幼 虫とイヌ及びブタ蛔 虫を抗原 とし て，沈 降

反 応による交叉免疫実験を行なっ た所 ，共通抗原 の存 在

が認 められた．勿論反応の強さには差異 があ り，同 種間

の抗原，抗体反応が一番強かっ た ．電気泳動法 によると

ブタ蛔虫体腔液とその抗血清 との間の沈 降線 は6 本で，

体腔液 と 亠 心設 八 抗血清及び ルz隘亠丿 抗 原と 体腔液

との間の 沈降線は1 本 であっ た． ル 心 竝八 抗原 と その

抗血清 との間の沈 降線 は2 本 であっ た．

（505 ）
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STUDIES　ON　ANISAKIS 　I．　ON　ITS　ANTIGENICITY

Masaaki　TANIGUCHI

（Department 　of　Parasitology，　Scho。I　of　Medかine，　Gifit　Universi．び，G ，ブ跼

A　positive　skin　reaction　was　reported　on　a　patient　harboring　a　larval　nematode　in　hisstomach　polyp　by　Morisita　et　al

．　（1965）　using　the　antigen　prepared　from　Anisakis－type　larvaeobtained　from　horse　mackerels

．　Since　the　presence　of　immunological】y　related　substance　m　fowl，canine

，　and　pig　ascarids　was　demonstrated　by　Morisita　（1961），　the　same　consideration　should　begiven　to　the　skin　test　on　anisakiasis

．　The　present　paper　deals　with　the　skin　test　using　Anisakisantigen　and　with　a　comparison　of　its　antigenicity　with　those　of　canine　and　pig　ascarids

．　Theresults　obtained

are　summarized　as　follows　：

1）　The　skin　test　with　Anisakis　antigen　resulted　in　the　development　of　erythrema　（35χ50

mm ）　and　edema　（17×25　mm）　on　a　23－year－old　male　receiving　eχcision　of　stomach　polyp　21

■days　before　the　skin　test，　in　which　a　larval　nematode　was　found．　The　test　was　carried　out　on58　medical　students　who

　were　negative　for　parasite　eggs　by　fecal　eχanimation．　It　showed　that20　0f　all　tested　were　positive

and　had　the　fullest　opportunity　of　eating　uncooked　marine　fishes。2

）To　know　whether　or　not　three　kinds　of　antigens　prepared　from　Anisakis－type　larvae，

Υ1oxocara　cants　and　y1．だaris　lumbricoides∫tium　share　the　substance　responsible　for　the　serologicalcross　reactions

，　precipitation　test　was　conducted　on　immune　rabbit　sera．　The　eχperiments　showedthe　presence　of　cross

－reactiong　substance　in　these　three　kinds　of　nematodes　especially　in　theirtody　fluids

．　Among　various　combinations　of　antigen　and　antiserum　the　highest　titer　was　obtainedTaetween　antigen　and　homologous　antiseram

。

According　to　the　results　obtained　by　immuno－electrophoresis　6　bands　were　detected　betweenl

）ody　f！uid　of　pig　ascarids　and　homo】ogous　antiserum，　only　a　band　between　the　fluid　and　anti－Anisakis

　serum　and　between　Anisakis　antigen　and　anti－body　fluid　serum，　and　2　bands　betweenAnisakis　antigen　and　homologous　antiserum

．




